
諭文内容の要旨

ﾒﾀﾉｰﾙを単-の炭素源及びｴﾈﾙｷﾞｰ源として利用できるﾒﾀﾉｰﾙ酵母は､その

特異的な機能の解明とともにその機能を利用することによる種々の有用物質生産に関する

研究が行われている｡

本諭文は､ﾒﾀﾉｰﾙ酵母による糖誘導体の生産ﾌﾟﾛｾｽを構築することを目的として

いる｡すなわち､糖からのﾎﾟﾘｵｰﾙ生産能についての酵母の検索､ｷｼﾘﾄ-ﾙ生産に

関する培養条件の最適化､さらには､この研究の過程で得られた変異株によるﾘﾎﾞﾌﾗﾋﾞ

ﾝの生産についての研究を行った｡

まず､ﾒﾀﾉ-ﾙ酵母の還元能を利用してﾒﾀﾉｰﾙ培地での糖からのﾎﾟ7)ｵ-ﾙへの

転換活性を検索した結果､数種の菌株にｿﾙﾋﾞﾄｰﾙ､ｷｼﾘﾄｰﾙ､ｶﾞﾗｸﾁﾄｰﾙを

それぞれ相当する糖から生産することを見いだした｡この場合､ﾒﾀﾉｰﾙは酵母の生育

のための炭素源としてとともに糖の還元のための電子供与体として用いられている｡その

内､最も強い活性の認められたHansenula polymorphaによるｷｼﾛ-ｽからのｷｼﾘﾄ

-ﾙ生産について検討した｡窒素源､ pH､菌接種量､通気量､ｷｼﾛｰｽ濃度等について

検討し最適培養条件を設定したoその条件下で､ 110 g/1iterのｷｼﾛｰｽから57 g/1i-

terのｷｼﾘﾄｰﾙが生産された｡

基質であるｷｼﾛ-ｽ濃度についての検討中､高濃度のｷｼﾛｰｽを添加すると生産性

が減少することを認め､その原因を考察した結果､高い浸透圧による阻害によるものであ

ると結論した｡そこで､耐浸透圧作吊をもつとされているｸﾞﾘｾﾛｰﾙの添加について詳

細に検討した｡その結果､ 5%ｸﾞﾘｾﾛ-ﾙ添加培地においてより高いｷｼﾘﾄｰﾙ生産

性が得られ､ 150 g/1iterのｷｼﾛｰｽから63.7 g/1iterのｷｼﾘﾄｰﾙ生産が達成で

きた｡ｸﾞﾘｾﾛ-ﾙは炭素源および電子供与体として用いられている｡

次いで､ﾎﾟﾘｵｰﾙ生産性のさらなる向上を目指しかつｸﾞﾘｾﾛｰﾙ代謝に関連した変

異株を誘導している過程で､強い黄色を呈する株が得られた｡この黄色物質はﾘﾎﾞﾌﾗﾋﾞ

ﾝと同定された｡そこで､本変異株の特質について検討したところ､酸化的ﾍﾟﾝﾄｰｽﾘ

ﾝ賑桂路のｸﾞﾙｺ-ｽｰ6-ﾘﾝ酸および6-ﾎｽﾎｸﾞﾙｺﾝ酸脱水素酵素が欠損している

ことならひにﾄﾗﾝｽｱﾙﾄﾞﾗｰｾぷよひﾄﾗﾝｽｹﾄﾗｰｾが野三王株よV)与蛍くなってい

ることが明らかとなったoこれにより､代謝が非鰐化田ぺﾝﾄｰｽﾘﾝ鰐桂i硲に‡允れ､ﾘ

ﾎﾌﾗﾋﾝの竺産を烏めたものと精諦したo



論文審査結果の要旨

生物機能を利用する有用物質生産ﾌﾟﾛｾｽの構築において､原料の選択は重要な要因で

ある｡豊冨な未利桶資源である天然ｶﾞｽに由来するﾒﾀﾉｰﾙは有望な新規原料と考えら

れており､従釆の培養基質とは異なる還元型Cl化合物に独特な微生物代謝も明らかにさ

れつつある｡このよう馴七謝機能を有用物質生産ﾌﾟﾛｾｽに利用する試みも､ｱﾐﾉ酸､

ﾋﾀﾐﾝおよひ禰好累などをﾀｰｹｯﾄとして桝完されてきた｡-方､ﾎﾟﾘｵｰﾙ額は､

甘喋削などの貰品探刀口問あるいは医楽としての需安が増大しつつある｡

本諭又は､このような背景の下に､ﾒﾀﾉｰﾙ野母によるﾎﾟﾘｵｰﾙ竺産ﾌﾛｾｽ構梁

のための基礎桝完を打い､さらに楯誘導体であるﾘﾎﾌﾗﾋﾝ笠塵に関して得た基礎粥邦

見をとV)まとめたものである｡

ます､ﾒﾀﾉｰﾙを堵蚕基貫およひ電+供与体として､それそれ相当する糟からﾎﾟﾘｵ

ｰﾙを生塵する能刀をﾒﾀﾉｰﾙ酵母に広く探累している｡その結呆､ｿﾙﾋﾄｰﾙ､ｷ

ｼﾘﾄｰﾙ､ｶﾗｸﾁﾄｰﾙ7:iどか竺崖されることを見いたし､この成栄は､化芋阿な水

素漆耶法に裟わり､村釆粥なﾆｰｽに対応してさまさまなﾎﾟﾘｵｰﾙをﾊｲｵﾌﾛｾｽで

生産することがﾛj龍であることを不したものとして評1曲できるo

次いで､帯安が大きいｷｼﾘﾄｰﾙを対家として､叫polymorphaによる生産

条件を詳細に棟討している｡措養条件の最越化の横討甲に､烏濃笈のｷｼﾛｰｽかｷｼﾘ

ﾄｰﾙ転撰を抑制する硯家に看臼し､この硯家が烏浸透比によるものであると推請したo

その鮮沃策を退求し､附浸廼比作用が邦られているｸﾘｾﾛｰﾙの凍刀口が有効であること

を見いたしている｡その精呆､63.r/g/1iterといつ烏いｷｼﾘﾄ-ﾙ生産重を虐成するこ

とに硬切している｡この値は､征釆法に比屑しうるものであるo

さらに､酎浸廼圧性に看臼したよV)烏い笠産龍を持つ裟異株の誘導甲に､碍兜が頼く頁

J&する株を得､この黄巳甥貿がﾘﾎ-ｽを構成成分とするﾘﾎﾌﾗﾋﾝであると向正して

いるo伏いで､ﾘﾎ-ｽ合硬桂拍であるぺﾝﾄ-ｽﾘﾝ照桂指の描性を野竺株と比較する

こによりﾘﾎﾌﾗﾋﾝ生崖の安凶を明らかにしている｡ﾘﾎﾞﾌﾗﾋﾝ生産童は尚くはない

が､ﾒﾀﾉｰﾙ肝母での邦見は糾めてであV)また糟代謝糸についての解析は評他できるo

以上のように､本諭文はﾒﾀﾉｰﾙ貯母による糖講導体であるﾎﾘｵ-ﾙ､ﾘﾎﾌﾗﾋ

ﾝの笠塵に関していくつかの粁しい知見を得たもので､芋術上､応用上貴献するところが

少なくない｡よって番全要貞-桓=ま､本諭文が博士(ﾊｲｵｻｲｴﾝｽ)の字位諭又とし

てｲ曲値あるものと認めた｡


